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2. 本書の構成 
本書は 2 部に分けることができる。 
まず第 1 部は（はじめに、第 1 章）、編者である大谷栄一が日本仏教・寺
院の現状と問題点を分析した上で、寺院・仏教者による社会活動の理由と意
義から議論を始め、仏教教義、寺院の歴史伝統、法律に定められた寺院のポ





次いで、第 2 部は（第 2 章から第 8 章）、各著者によって、様々な仏教者
による社会活動について書かれた内容となる。 


















キャピタルの醸成組織の 1 つとして捉えることも可能である。第 2 章の「お
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